
森長電子株式会社 1 

高速回線避雷ユニット 

取扱説明書 

ALPK-VAJ3P(Sxx)：単相三線式 AC100/200V 用 

ALPK-VAJ3P(Txx)：三相三線式 AC200V 用 

 

・本装置を使用する前に本説明書をよく読み、正しく安全に使用してください。 

・本説明書はいつでも利用できるところに保管してください。 

 

本説明書には、以下の記号で表示された安全に関する注意事項が記載されています。必ず守ってください。 

守らないと死亡または重傷につながる可能性がある事項です。 

守らないと傷害または物的損害につながる可能性がある事項です。 

また、以下の記号で表示された取り扱いに関する留意事項等が記載されています。 

守らないと本装置の動作不良または損傷につながる事項です。 

本装置のより適切な使用に役立つ情報です。 

 

１．安全に関する注意事項 

・本装置の使用中は端子に直接手を触れないでください。 

・本装置をぬらしたり、ぬれた手で触れたりしないでください。 

・本装置の分解や、改造はしないでください。 

・本装置を本説明書に記載されている以外の用途に使用しないでください。 

 

２．概  要 

本装置は、並列及び直列素子の複合多段構成によるサージエネルギー減衰方式の 2 ポート屋内用避雷ユニッ

トで、電源回線に設置し、電源線及び接地線より侵入する雷サージ(JIS C 5381-11 ｸﾗｽⅠ，Ⅱ対応)から負荷

機器を保護するものです。本装置の稼動状態をランプ表示及び接点出力します。また本装置は雷サージカウ

ンタを内蔵し、本装置の動作をカウント表示及び出力します。 

・本装置は、本装置の型式に適合する電源ケーブルにのみ使用し、必ず本装置の定格電圧・電流

以内で使用してください。 

ALPK-VAJ3P(Sxx)：単相三線式 AC100/200V 用 

ALPK-VAJ3P(Txx)：三相三線式 AC200V 用 

 

落雷の強度や状況によっては、極めてまれに本装置の仕様を上回るサージが発生し、保護対象機器に影響

が及ぶ場合があります。 

 

！警告 

！注意

！ 

ﾒﾓ 

！警告 

！注意

！注意

2006.6.20 

改訂 2018.06.19 

！警告 
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３．各部の説明 

①線路側端子        ：線路側ケーブルを接続する端子です。 

但しＬＮ(ＬＶ)は必ず中性線(接地相)を接続してください。 

②機器側端子        ：機器側ケーブルを接続する端子です。 

但しＴＮ(ＴＶ)は必ず中性線(接地相)を接続してください。 

③接地端子        ：接地端子です。(但し接地線の接続は⑭筐体接地端子を使用します) 

④１次側分離器        ：１次側避雷素子が短絡破損した場合にこれを切り離す分離器です。 

⑤１次側避雷素子      ：クラスⅠ用の避雷素子です。 

⑥２次側分離器        ：２次側避雷素子が短絡破損した場合にこれを切り離す分離器です。 

⑦２次側避雷素子      ：クラスⅡ用の避雷素子です。 

⑧避雷素子            ：直列型の避雷素子です。 

⑨警報制御ユニット    ：本装置の稼動状態を監視し、警報制御を行います。 

⑩異常表示ランプ(個別)：本装置の異常を個別表示します。 

⑪警報接点出力端子    ：本装置の異常及び雷サージによる動作カウントを接点出力します。 

⑫動作カウンタ        ：雷サージによる本装置の動作回数をカウント表示します。 

⑬雷サージセンサ      ：動作カウンタ用のＣＴセンサです。 

⑭筐体接地端子        ：接地線を接続する端子です。 

⑮通電表示ランプ      ：通電中を表示します。 

⑯異常表示ランプ(一括)：本装置の異常を一括表示します。 

⑰警報ブザー        ：本装置の異常発生時に鳴動する警報ブザーです。 

⑱ブザー停止ボタン    ：警報ブザーの鳴動を停止します。 

 

                 
 

 

 

 

① 

⑭ 

⑯ 

② 

④ 

⑨ 

⑧ 

⑩ 

⑥ 

⑪ 

⑤ 

⑫ 

⑦ 

③ 

⑬ 

⑱ 

⑮ 

⑰ 
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４．設置及び接続方法 

本装置は、保護対象機器の電源ケーブルに直列に設置します。取付及び接続は以下のように行ってください。 

①本装置を所定の位置に取り付けます。 

②線路側ケーブルをＬＵ,ＬＮ(ＬＶ),ＬＷ端子に、機器側ケーブルをＴＵ,ＴＮ(ＴＶ),ＴＷ端子に接続します。

但し、中性線(接地相)は必ずＬＮ(ＬＶ)及びＴＮ(ＴＶ)に接続してください。 

本装置の動作には方向性がありますので、必ず線路側（サージ侵入側）ケーブルをＬＵ,ＬＮ(ＬＶ),

ＬＷ端子に、機器側ケーブルをＴＵ,ＴＮ(ＴＶ),ＴＷ端子に接続してください。 

但し、中性線(接地相)は必ずＬＮ(ＬＶ)及びＴＮ(ＴＶ)に接続してください。中性線(接地相)をＬＮ(Ｌ

Ｖ)及びＴＮ(ＴＶ)以外に接続すると本装置が正常に動作できないだけでなく、故障の原因にもなりま

す。 

尚、接続には圧着端子を使用し、接続後は必ず端子カバーを付けてください。 

③接地端子(筐体)に接地を接続します。 

接地は必要です。Ｄ種接地相当以上の接地を必ず取ってください。尚、接地線は 22sq.以上を使用し

てください。 

接地線はできるだけ太く、短く、カールさせないようにして、サージインピーダンスを減らすと、本

装置の性能がより効果的に発揮されます。 

接地電位差発生による雷害を防止するため、保護対象機器の接地を本装置の接地に接続する等で、接

地の等電位化を図ってください。 

④警報接点出力を使用する場合は、同端子に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 

ﾒﾓ 

ﾒﾓ 

保護対象機器 

VAJ3P 型 
避雷ﾕﾆｯﾄ 

1φ3W/3φ3W 
電源ｹｰﾌﾞﾙ 

Ｅ 

FG 

接続図 

中性線(接地相)は必ず LN(LV) 
及び TN(TV)に接続すること 

TU TN TW 
(TV) 

(LV) 
LU LN LW 

カ
ウ
ン
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点
出
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出
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力(D

C) 

(監視装置等へ) 

接地線(22sq.以上)は 
筐体接地端子に接続 

 

  

警報接点出力端子 

線路側端子 

機器側端子 

！ 
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５．運転 

本装置の運転は以下のように行ってください。 

①電源投入前に以下を確認します。 

●ケーブルが正しく、確実に接続されていること。 

●１次側及び２次側分離器が ON になっていること 

●警報制御ユニットの電源スイッチ(左側面)が ON になっていること 

②電源を投入し、以下を確認します。 

●警報制御ユニットのランプ表示が以下の通りであること 

通電中              ：点灯 

１次側分離器        ：消灯 

１次側避雷素子Ｂ    ：消灯 

１次側避雷素子Ｕ    ：消灯 

１次側避雷素子Ｖ／Ｗ：消灯 

２次側分離器        ：消灯 

２次側避雷素子      ：消灯 

●線路側及び機器側端子電圧が正常であること 

本装置は通電中に小さな音(ジ,ジ,ジ)を発生する場合がありますが異常ではありません。 

③お客様の設備により電源ノイズ等が発生する場合があります。発雷が無いにもかかわらず、動作カウンタ

がカウントアップしてしまう場合は、調整を行ってください。 

 ●事頁に記載の、ディップスイッチ設定にて感度設定をします。サージ検出レベルを上げるほど、ノイズ

等に反応しにくくなります。 

④その他 

●カウンタ表示が「０」でない場合は「リセット」スイッチでクリアしてください。 

●異常発生時に警報ブザーを鳴動させたくない場合は「ブザー」スイッチを「切」にしてください。 

 

６．警報制御ユニット 

警報制御ユニットは本装置の稼動状態を監視し、警報制御を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通電中              ：通電状態で点灯します。 

１次側分離器        ：１次側分離器が動作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ)すると点灯します。 

１次側避雷素子Ｂ    ：１次側避雷素子Ｂが故障すると点灯します。 

１次側避雷素子Ｕ    ：１次側避雷素子Ｕが故障すると点灯します。 

１次側避雷素子Ｖ／Ｗ：１次側避雷素子Ｗが故障すると点灯します。 

２次側分離器        ：２次側分離器が動作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ)すると点灯します。 

２次側避雷素子      ：２次側避雷素子が故障すると点灯します。 

ブザー              ：異常発生時に警報ブザーを鳴動させる場合は「入」にします。 

動作数              ：雷サージにより本装置が動作した回数をカウント表示します。 

テスト              ：同上のカウント動作をテストするスイッチです。 

リセット            ：同上のカウンタを０クリアするスイッチです。 

通電中 

１次側分離器 

１次側避雷素子Ｂ 

１次側避雷素子Ｕ 

１次側避雷素子V/W 

２次側分離器 

２次側避雷素子 

入        切 

ブザー 

動作数 

テスト リセット 

0 
ヒューズ(1A) 

電源スイッチ 

ﾒﾓ 

動作カウンタ設定 

ディップスイッチ 
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動作数カウンタの感度設定はディップスイッチで設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻｰｼﾞ検出 

ﾚﾍﾞﾙ 

SW1 SW2 

8 7 6 5 4 3 2 1 4 3 2 1 

1 OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON 

2(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ) OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON 

3 OFF ON OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON 

5 ON OFF OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON 

10 OFF OFF OFF ON OFF OFF ON OFF OFF OFF ON OFF 

30 OFF ON OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON OFF 

50 ON OFF OFF OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF ON OFF 

100 OFF ON OFF OFF OFF ON OFF OFF OFF OFF ON OFF 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8  7  6  5 

4  3  2  1 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

動作数カウンタ設定ディップスイッチの操作 

SW1 

SW2 

ON 

ON 

4  3  2  1 

ディップスイッチ設定表 
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７．警報接点出力 

警報接点出力端子に本装置の異常及び雷サージによる動作カウントを接点出力します。 

出力接点定格は DC30V,2A 以下です。 

分離器動作出力(DC)  ：１次側または２次側分離器が動作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ)した場合に接

点 ON 出力 

アレスタ警報出力(AR)：１次側または２次側避雷素子が故障した場合に接点 ON 出

力 

カウンタ接点出力(SC)：雷サージにより本装置が動作した場合に約１秒間の接点 ON

出力 

 

８．使用上の注意事項 

本装置を正しく安全に使用していただくために、以下の注意事項を必ず守ってください。 

(1)本装置設置後の電源ケーブル等の絶縁抵抗測定試験 

本装置を設置後に電源ケーブル等の絶縁抵抗測定試験を行う場合は、下記の手順で行ってください。 

この手順を守らないと正常な試験ができないだけでなく、本装置の動作不良や故障の原因になり

ます。 

①警報制御ユニットの電源スイッチ(左側面) OFF にします。 

②１次側及び２次側分離器を共に OFF します。 

③絶縁抵抗測定試験を行います。 

④１次側及び２次側分離器を共に ON します。 

⑤警報制御ユニットの電源スイッチ(左側面) ON にします。 

⑥復電後、警報制御ユニットのランプ表示が正常であることを確認します。(５．運転の②参照) 

 

９．保守点検 

本装置は、本装置の稼動状態をランプ表示及び接点出力しています。これらの表示及び出力に応じて以下の

ように対処してください。 

(1)扉面表示 

名  称 
正常時 異  常  時 

表示 表示 原    因 対    処 

通電中 点灯 消灯 停電または電源ﾕﾆｯﾄ等の故障 警報制御ﾕﾆｯﾄ部の表示を確認 

異常 消灯 点滅 
分離器が動作(0FF ﾄﾘｯﾌﾟ)または避雷素子
が故障 

警報制御ﾕﾆｯﾄ部の表示にて詳細を確認 

ブザー 停止 鳴動 同上 
「ﾌﾞｻﾞｰ停止」ｽｲｯﾁにてﾌﾞｻﾞｰ停止後､警報制
御ﾕﾆｯﾄ部の表示にて詳細を確認 

 

(2)警報接点出力 

名    称 
正常時 異  常  時 

出力 出力 原    因 対    処 

分離器動作出力(DC) OFF ON 分離器が動作(0FF ﾄﾘｯﾌﾟ) 実機の警報制御ﾕﾆｯﾄ部表示にて詳細を確認 

ｱﾚｽﾀ警報出力(AR) OFF ON 避雷素子が故障 実機の警報制御ﾕﾆｯﾄ部表示にて詳細を確認 

 

 

DC  AR  SC 

！注意
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(3)警報制御ユニット部表示 

名    称 
正常時 異  常  時 

表示 表示 原    因 対    処 

通 電 中 点灯 消灯 停電または電源ﾕﾆｯﾄ等の故障 
停電でない場合は電源ｽｲｯﾁ及びﾋｭｰｽﾞを
確認し、異常がない場合は弊社に連絡 

１次側分離器 消灯 点灯 １次側分離器が動作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ) (※１) 

１次側避雷素子Ｂ 消灯 点灯 １次側避雷素子Ｂが故障 １次側避雷素子Ｂを交換 

１次側避雷素子Ｕ 消灯 点灯 １次側避雷素子Ｕが故障 １次側避雷素子Ｕを交換 

１次側避雷素子 V/W 消灯 点灯 １次側避雷素子Ｗが故障 １次側避雷素子Ｗを交換 

２次側分離器 消灯 点灯 ２次側分離器が動作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ) (※２) 

２次側避雷素子 消灯 点灯 ２次側避雷素子が故障 ２次側避雷素子を交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注１)故障表示がなくても素子が劣化している場合がありますので、なるべく早めに交換されることをお勧め致しま

す。 

 

１次側避雷素子Ｕ，Ｗ及び
Ｂが故障していないかを
表示ランプにて確認 

故障素子を交換 

１次側分離器を ON 

１次側分離器が再動作し
ないこと 

１次側避雷素子Ｕ，Ｗ及び
Ｂに異常(故障や発熱)が
発生しないこと 

１次側分離器を OFF し、異
常素子を交換 

開始 

終了 

故障あり 

故障なし 

※１ 

実際に１次側分離器が動
作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ)しているか 

OFF ﾄﾘｯﾌﾟ 

ON 

再動作なし 

再動作する 

異常あり 

弊社に連絡 

異常なし 

２次側避雷素子が故障し
ていないかを表示ランプ
にて確認 

避雷素子を交換 

２次側分離器を ON 

２次側分離器が再動作し
ないこと 

２次側避雷素子に異常(故
障や発熱)が発生しないこ
と 

２次側分離器を OFF し、避
雷素子を交換 

開始 

終了 

故障あり 

故障なし 

※２ 

実際に２次側分離器が動
作(OFF ﾄﾘｯﾌﾟ)しているか 

OFF ﾄﾘｯﾌﾟ 

ON 

再動作なし 

再動作する 

異常あり 

弊社に連絡 

異常なし 

(注１) (注１) 
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(4)避雷素子の交換 

避雷素子の交換は以下の手順で行ってください。 

避雷素子の交換は必ず該当の分離器を OFF にして行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開始 

１次側分離器を OFF 

１次側分離器を ON 

終了 

故障素子を取り外す 

交換素子を取り付ける 

［１次側避雷素子の交換］ 

開始 

２次側分離器を OFF 

２次側分離器を ON 

終了 

故障素子を取り外す 

交換素子を取り付ける 

［２次側避雷素子の交換］ 

！警告 

１次側分離器 

２次側分離器 

１次側避雷素子Ｂ(PPBCD27) 

１次側避雷素子Ｕ(PPBCD27) 

１次側避雷素子Ｗ(PPBCD27) 

２次側避雷素子 

(単三用：SAJ3PS,三相用：SAJ3PT) 

交換用１次側避雷素子型名：PPBCD27 
SPBTR 

交換用２次側避雷素子型名：SAJ3PS(単三用) 
SAJ3PT(三相用) 

１次側避雷素子Ｎ(SPBTR) 
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10．回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．外形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ 

通電表示ﾗﾝﾌﾟ 

SR SR SR 

異常表示ﾗﾝﾌﾟ 

警報ﾌﾞｻﾞｰ 

ﾌﾞｻﾞｰ停止ﾎﾞﾀﾝ 

警報接点出力端子 

線路側端子 
LU  LN(LV)  LW 

TU  TN(TV)  TW 
機器側端子 

１次側分離器 

筐体接地端子 

１次側避雷素子 

B U W N  

２次側分離器 
中継端子 

雷ｻｰｼﾞｾﾝｻ 

接地端子 

警報制 

御ﾕﾆｯﾄ 

２次側避雷素子 

型    名 Ｗ Ｈ Ｄ 

ALPK-VAJ3P(S60) , ALPK-VAJ3P(T60) 500 900 250 

ALPK-VAJ3P(S125), ALPK-VAJ3P(T125) 500 1000 250 

ALPK-VAJ3P(S175), ALPK-VAJ3P(T175) 500 1100 250 

ALPK-VAJ3P(S250), ALPK-VAJ3P(T250) 600 1200 250 

ALPK-VAJ3P(S300), ALPK-VAJ3P(T300) 600 1300 250 

ALPK-VAJ3P(S350), ALPK-VAJ3P(T350) 600 1500 250 

 

Ｗ Ｄ 
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12．仕  様 

（1）共通仕様 

ｲﾝﾊﾟﾙｽ電流（Iimp） 

公称放電電流（In） 

動作速度 

漏電電流（IPE） 

２５ｋＡ/７５ｋＡ（10/350μs） 

２５ｋＡ（8/20μs） 

３ｎｓｅｃ．以下 

３ｍＡ以下 

 

（2）個別仕様 

型    名 用  途 
最大連続 
使用電圧 

定格電流 
/定格容量 挿入損失 

電圧防護ﾚﾍﾞﾙ 
 ※3 

残留ｻｰｼﾞｴﾈﾙｷﾞｰ 
/減衰量 ※3 

ALPK-VAJ3P(S60) 

1Φ3W 
AC100 
/200V 
電源 

AC130 
/260V 

60A/12kVA 65VA 以下 

1kV 以下※4 

1.5kV 以下※5 

3mJ 以下/-61dB 以上※4 

6mJ 以下/-58dB 以上※5 

    〃     (S125) 125A/25kVA 130VA 以下 

    〃     (S175) 175A/35kVA 180VA 以下 

    〃     (S250) 250A/50kVA 250VA 以下 

    〃     (S300) 300A/60kVA 300VA 以下 

    〃     (S350) 350A/70kVA 350VA 以下 

ALPK-VAJ3P(T60) 

3Φ3W 
AC200V 
電源 

AC260V 

60A/20kVA 65VA 以下 

1.5kV 以下 6mJ 以下/-58dB 以上 

    〃     (T125) 125A/40kVA 130VA 以下 

    〃     (T175) 175A/60kVA 180VA 以下 

    〃     (T250) 250A/80kVA 250VA 以下 

    〃     (T300) 300A/100kVA 300VA 以下 

    〃     (T350) 350A/120kVA 350VA 以下 

※3 公称放電電流にて ※4 対地間（LU-E，LN-E，LW-E）及び線間 100V（LU-LN，LW-LN）にて ※5 線間 200V（LU-LW）にて 

 

お問合せ：森長電子株式会社 耐雷ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 

電話:076-240-8111  ﾌｧｯｸｽ:076-240-8112 

〒920-0376 金沢市福増町南 1195 

 


